


その理由を尋ねた結果を示す。最も多かった回

答は「鍼灸師の質の向上のため」で81.8%、 続い

て「鍼灸医療の質の向上のため」74.9%、 「忠者

から信頼を得るため」47.0%、「生涯研修のため」

46.3%、「国民から信頼を得るため」41.8%であっ

た。一方、必要ないと答えた者にその理由を尋

ねた結果 (表 2)、 最も多かった回答は、「認定の

価値がない (役に立たない)」 で46.2%、 次いで

「制度の目的が明確でない」が41.2%、「今の制度

では国民から信頼を得ることはできない」が

31。2%であった。

なお、参考までに認定制度の認知の程度につ

いて全日本鍼灸学会員と非会員とでクロス集計

をしたところ、「知っている」が会員で56.7%、 非

会員で25.3%、 「だいたい知っている」が会員で

21.9%、 非会員で23.4%と、「知っている」のはや

はり会員で多かった。しかし、「知らない」が会員

でも21.4%い ることは、情報の周知が十分でな

いことを示しているものと考えられた (表 3)。

同様に認定の必要性についても会員と非会員

とでクロス集計をしたところ、「必要」が会員で

44.2%、 非会員で 25.7%、 「不要」が会員で

20.0%、 非会員で 19.1%、「分からない」が会員で

35。 9%、 非会員で54.4%であった。当然ながら

な遍豪全日本鍼灸学会の認定制度

認定制度は、鍼灸医学に関する研修 。研鑽を

不断に励み、学会が定める学会在籍歴を持ち、

かつ一定の学術水準に達していると認められた

学会員に対し、審査手続きを経たのち認定証を

交付し、認定証保持者として名簿に登録される。

認定制度は学術的基準を認定するもので、基

準は時代とともに変化する。そのため認定の有

効期限は5年 を限度とし、更新を義務づけてい

る。

(全日本鍼灸学会発行「認定登録者名簿」より抜粋)
ヽ ____、  _ _" ¨ ヽヽ―‐― ― "‐‐ヽ― ‐― や― ―― ―‐― ―

一

―
‐ヽ
一
 

「

表 1 認定制度が必要であると考える理由

表2 認定制度が必要ないと考える理由

(複数回答)

理  由 人数 %

鍼灸師の質の向上のため 426 81.8

鍼灸医療の質の向上のため 390 74.9

患者から信頼を得るため 245 47.0

生涯研修のため 241 46.3

国民から信頼を得るため 218 41.8

制度があって当然 98 18.8

鍼灸師の差別化をはかるため
つ
０
ｎ
υ 17.9

その他 26 5.0

無回答 0.2

有効回答者数 :521名

(複数回答)

理   由 人数 %

認定の価値がない (役に立た

ない)
139 46.2

制度の目的が明確でない 124 41.2

今の制度では国民から信頼を

得ることはできない
94 31.2

鍼灸師の差別化をはかること

はできない
84 27.9

鍼灸師の質の向上のために役

に立たない
59 19.6

鍼灸医療の質の向上のために

役に立たない
Ｏ
Ｊ
”
■ 14.3

生涯研修にはならない 39 13.0

その他 60 19.9

無回答 4 1.3

有効回答者数 :301名
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表3 認定制度の認知 (会員別と非会員)

全日本鍼灸学会員別及び認定制度の認知のいずれかまたは両方の設間に無回答であった46名 を除いた1509名 を対象とした。※四捨五入のため合計は必ずしも100.o%と はならない

表4 認定制度の必要性についての意見 (会員と非会員)

全日本鍼灸学会員別及び認定制度の必要性のいずれかまたは両方の設間に無回答であった53名を除いた1509名を対象とした。※四捨五入のため合計は必ずしも100.o%と はならない

認定制度の必要性を認めている率は会員で多か

ったが、5割を超えるものではなかった (表 4)。

それは、「分からない」が会員でも非会員でも多か

ったことから、認定制度の必要性を判断する情

報が少ないか、あるいは必要性を判断する状況

にないことが考えられる。言い換えれば、認定

制度の付加価値についての情報が不十分である

ことを示しているものと考えられた。

Ⅲ.鍼灸臨床活動について

回答者のうち、鍼灸師として日常臨床を行っ

ていると回答した者は1473名で全体 (1555名 )

の94.7%であった。これら日常診療をしている
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者のうち、得意な臨床分野あるいは治療法を持

っているかどうか尋ねた結果を表5に示した。

得意な臨床分野あるいは治療法を持っていると

答えた者はともに70%以上であった。また、こ

れらの得意な臨床分野や治療法を修得した方法

について尋ねた結果を表6に示した。最も多い

回答は、「独学で修得した」で48.8%、 次いで「先

生に師事した」が47.4%、「学会 。研究会 。研修

会に参加した」が47.2%であった。このことか

ら、独学で勉強しながら先生に師事したり、学

会等に参加して得意分野の臨床力をつけている

ことがうかがわれた。

さらに、これらの得意な臨床分野や治療法が

認定制度の認知
全  体

全日本鍼灸学会会員別

非 会 員 会  員
人 数 % 人 数 % 人 数 %

知っている 599 39.7 207 25.3 392 56.7

だいたい知っている 342 22.7 191 23.4 151 21.9

知らない 568 37.6 420 51.3 148 21.4

合計 1509 100.0 818 100.0 691 100.0

必 要 性
全  体

全日本鍼灸学会会員別

非 会 員 会  員

人 数 % 人 数 % 人 数 %

必要 513 34.2 210 25.7 303 44.2

不要 299 19.9 162 19.9 137 20.0

分からない 690 45.9 444 54.4 246 ９■
υ
つ
０

合計 1502 100.0 816 100.0 686 100.0



内  容
得意な臨床分野 得意な治療法

人数 % 人数 %

持っている 1066 72.4 1135 77.1

持っていない 245 16.6 183 12.4

分からない 152 10.3 145 9.8

無回答 10 0。 7 10 0.7

全体 1473 100.0 1473 100.0

※四捨五入のため合計は必ずしも100.0%と は限らない

表5 得意な臨床分野と治療法の有無 表6 得意な臨床分野や治療法の修得方法

表7 得意な臨床分野や治療法が役に立っているか 表8 得意な臨床分野や治療法が役立つ内容

実際に役に立っているかを尋ねた結果を表7に

示した。「大変役に立っている」と答えた者は

53.2%、「役立っている」と答えた者は41.4%で、

94.6%が一定程度以上役に立つと考えており、

具体的に役立つ内容 (表 8)は、「臨床」が85。 4%、

「患者からの信頼を得る」が64.6%、「他との差別

化」が20.6%であった。なお、参考までに得意分

野の有無と全日本鍼灸学会会員と非会員との関

係をクロス集計したところ、得意分野を持って

いる率は会員で76.6%、 非会員で69.5%と 、や

や会員で多かった (表 9)。

Ⅳ.考 察

鍼灸治療を行う施術者の質が受療喚起に重要で

あることが示されたD。 今回は日本鍼灸師会の

会員を対象として、鍼灸師の質を高めるために

必要と考えられる学術研修について、鍼灸師の

参加状況や意見などを調査した。ランダムサン

プリングされた2500名 の対象のうち、回答した

のは1555名 (62.2%)で、この種の調査の中では

高い回収率と考えられる。

前号で述べたように、これら回答者のうち、

なんらかの学会もしくは研究会に所属している

者は63.4%であり、3割程度は所属していない

ことが明らかとなった。また所属している者が

最も多かったのは、全日本鍼灸学会で回答者の

45.3%が所属していた。

(複数回答)

修得方法 人数 %

独学で修得した 586 48.8

先生に師事した 569 47.4

学会・研究会・研修会に参加した 567 47.2

講習会に参加した 481 40.0

教育期間で修得した 155 12.9

無回答 19 1.6

有効回答人数 :1201名

内 容 人数 %

大変役立っている ９０
０
α
υ 53.2

役立っている 497 41.4

少しは役立っている 46 3.8

関係ない 5 0.4

無回答 14 1.2

全体 1201 100.0

※四捨五入のため合計は必ずしも100.0%と は限らない

(複数回答)

内 容 人数 %

臨床 1010 85.4

患者からの信頼を得る 764 64.6

他との差別化 243 20.6

その他 42 3.6

無回答 19 1.6

有効回答者数 :1182名

過去の鍼灸治療利用状況に関する調査では、
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得意分野
全  体

全日本鍼灸学会会員別

非 会 員 会   員

人 数 % 人 数 % 人 数 %

あ り 1048 72.8 542 69.5 506 76.6

な し Ｑ
υ
И
■
０
４ 16.9 139 17.8 104 15.7

わからない 149 10.3 98 12.6 51 7.7

合計 1440 100.0 779 100.0 661 100.0

表9 得意な診療分野の有無 (会員と非会員)

鍼灸臨床に携わっている1473名 のうち、全日本鍼灸学会員別及び得意分野のいずれかまたは両方の設間に無回答であった33名
を除いた1440名 を対象とした。
※四捨五人のため合計は必ずしも100.0と はならない

一方、これら学会もしくは研究会が主催する

学術研修会への参加状況は、毎年1回以上参加

している者が全体の55.5%、 過去1年以内に1

回以上参加した者が61.2%程度であり、過去 5

年以内に1回でも参加した者は77.2%であった。

学会や研究会に所属せずに学術研修会に参加す

る場合を考慮しても、概ね2割程度は学会や学

術研修の活動と無縁であると推察される。

以上のことから、学術関係団体の所属率は比

較的高かったが、願わくば医療職に就く者とし

ては、全員がなんらかの学術関係団体に所属し

ていることが望ましい。国内的には統合医療な

どの新しい医療モデルが台頭する中、また近年

の鍼灸医学のグローバル化を鑑みると鍼灸師の

学術研鑽は必要不可欠である。

なお、全日本鍼灸学会の認定制度については、

回答者全体の約30%が必要性を認めているが、

20%程度は不要と考えている。また45%程度は

分からないと答えていることから、必要性を積

極的に認めているのは30%程度と考えられる。

一方、鍼灸治療について得意な臨床分野や治

療法を有する施術者は7割以上で比較的高いと

考えられるが、これらの得意分野の修得方法の
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第1位が「独学により」であり、次いで「先生に師

事した」、「学会 。研究会・研修会に参加した」が

ほぼ同率であったことから、独学で勉強しなが

ら先生に師事したり、学会等に参加して得意分

野の臨床力をつけていることがうかがわれた。

こうした現状に至った背景には、医師のように

卒後研修制度を経て専門性を修得するシステム

がないために、独自で修得せぎるを得なかった

ことが考えられる。それだけに鍼灸臨床力を高

め、得意分野を修得させる制度の検討が急がれ

る。鍼灸師および鍼灸医療の質の向上を図り、

国民から信頼されるようにするには、卒後研修

制度は喫緊の課題である。

加えて、学術研修への参加状況や、認定制度

についての意見を考えると、学術研鑽の必要性

や有用性については認識がまだ低いと言わぎる

を得ない。学術研鑽や認定は過去の調査 (文献)

で鍼灸受療者の動向に影響を及ぼす要因と考え

られることから、今後こうした制度を業界にい

かに浸透させるかも大きな課題のひとつである。
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